




























An Investigative Study on Japanese Textbooks from the Perspective 


























































































































































































































日本 アジア 大津州 欧米 中南米 中近東 アフリカ その他









文学的文章 Ⅰ─１ 19 7 2 3 1 1
２
３ 10 69 1 2
４ 4
５ 6 1 2
説明的文章 Ⅱ─１ 4 5 1 1 1
２ 1
言語 Ⅲ─１ 5 5
言語事項 ２ 17 9
作文 Ⅳ 5 7 2
読書案内 Ⅴ 101
表４　B社平成27年度刊行国語科教科書の登場人物の地域・ジャンル・役割別分類
日本 アジア 大津州 欧米 中南米 中近東 アフリカ その他









文学的文章 Ⅰ─１ 26 13 4 3 3 2 1
２ 3
３ 9 25 1
４ 9 3 5 1 1
５ 1 1 1
説明的文章 Ⅱ─１ 11 54 1 1 1 1
２ 2 1 1 3
言語 Ⅲ─１ 1 5 1
言語事項 ２ 3 10 4 1 1
作文 Ⅳ 4 3 6
読書案内 Ⅴ 72 1 27
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表５　A社昭和60年度刊行国語科教科書の登場人物の地域・ジャンル・役割別分類
日本 アジア 大津州 欧米 中南米 中近東 アフリカ その他








文学的文章 Ⅰ─１ 43 50 33 51 3 7 3 5 4 5 12 2
２
３ 14 10 10 6 2 2
４ 5 8 4 9
５ 1 2 3 3 4 3 1 3 3
説明的文章 Ⅱ─１ 4 17 20 28 1 5 1 8 3
２
作文 Ⅳ─1 27 19 30 41 1
読書案内 Ⅴ─2
表６　B社昭和60年度刊行国語科教科書の登場人物の地域・ジャンル・役割別分類
日本 アジア 大津州 欧米 中南米 中近東 アフリカ その他








文学的文章 Ⅰ─１ 33 43 36 45 13 8 2 11 9 2 2 1
２ 10 1
３ 11 5 6 7 2
４ 1 1 2
５ 1 6 7 1 2 4 9
説明的文章 Ⅱ─１ 1 3 5 13 4 2 1 3 3 2
２
作文 Ⅳ─1 18 12 10 4 1 6




































































































































































































































































































































自 他 の 文 化 理 解
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自 他 の 文 化 理 解
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Ⅲ　研究のまとめと考察と今後の課題
本研究の結果を集約すると以下が言えよう。すなわち、昭和昭和６０年度刊行の刊行と平成
２７年度刊行の小学校国語教科書を、質的分析すると、登場人物が日本人以外の外国の人々で
あることが激減している。さらに、教材中での主要な役割の外国の人々も減少している。この
ことは、グローバル化の必要が指摘されながら、学校教育の実態は、国民的自覚を重視してい
るとみることができるのではなかろうか。
内容分析においては、上述したごとく、他国文化理解が激減し、日本の伝統文化に関わる教
材群が増加している。
この要因を考察してみる。2006年に教育基本法が改正され「伝統と文化を尊重し、それら
をはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄
与する態度を養うこと」（第２条第５項）と定められたことによる。国語科の学習指導要領に
おいても「伝統文化学習」の重視が示された。政治の方向が、教科書の内容に影響を与えてい
ると判断できよう。
伝統文化の重視は重要であるが、国際理解教育推進の立場からは次に問題点が指摘できる。
文化(culture)という用語はラテン語のculturaに由来し、耕作、栽培、培養等を意味する。か
つては、文化は洗練された文学・音楽・絵画・彫刻・演劇等を指す用語として用いられてき
た。しかし、今日、社会科学において、一般に用いられる文化の概念は、人類学者エドワー
ド・タイラーによる「知識、信仰、芸術、道徳、法律、慣習その他社会の成員としての人間に
よって獲得されたあらゆる能力や習慣の複合相対である」（E.B.tylor　1871）という定義によ
って確立されている。すなわち、文化とは、それぞれの時代、社会における知的・精神的活動
の到達点である上位文化と、人々の生活様式や生活パタ−ンそのものである生活・生業の文化
を含む概念と考えることができよう。
国際理解教育の希求するグローバル時代の人間形成の視点からは、異なる文化のよさを受け
入れない鎖国的心情や、自国の文化の優越性のみを偏重する自文化中心主義の姿勢は、偏狭な
ナショナリズムを生起させることを指摘する。
自国の伝統文化よさを知ることが、異文化理解の視点をもち、そのよさを感得できる契機と
なることが望まれる。伝統文化理解とは、内に向かって狭めていくことでなく、外に向かい広
げていくことでなければならない。
本論考における集計結果から、小学校国語教科書の記述が、グローバル化に対応していない
といってよいであろう。ここに現行の小学校国語か教科書の大きな問題が指摘できる。
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おわりに
本論考における調は、次の課題を明確にした。その第一は、調査対象教科書数についてであ
る。先行調査研究として前回調査では、昭和60年度刊行の５社の国語科教科書、さらに昭和
50年刊行の教科書も対象とし、60冊を調査した。今後の調査結果をさらに明確にするために
は、対象教科書数の拡大が課題である。
第二は内容分析についてである。たとえば、言語事項に関連する教材群は、その内容におい
てグローバル時代の対話力の育成に対応しているかどうかは、今後掲載されている教材群の分
析が必要である。文化理解についても、動的文化観、文化の狭間性、文化混淆など、新たな文
化理解の視点から検討していく必要があろう。
第三に昭和昭和60年度刊行の刊行と平成27年度刊行の小学校国語教科書の変化の
要因分析である。学習指導要領の改訂が影響していることは、前回の調査研究で明示できた
が、今回に変化は、さらに時代的背景、持続可能な発展のための教育の登場など、社会と教育
の動向が影響していると推測できる。また、政治・経済の動きと許可書の内容との関わりは、
きわめて重要であり、更なる分析・検討が必要である。
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